（様式⓪）
屋外拡声システム検査報告書

以下のとおり，ASJ屋外拡声規準に基づき，屋外拡声システムの検査結果を報告します。

	件　名	Comment by ASJ: 屋外拡声システム物件名などを記す
	　

	日　付	Comment by ASJ: 報告書の提出日
	　　　　　　年　　　　月　　　　日

	報告者
	　



検査結果
	検査箇所
	検査の記録
	判定

	①音源系
	検査表「①音源系」に記載
	良・否

	②信号伝送系
	検査表「②信号伝送系」に記載
	良・否

	③音響出力系
	検査表「③音響出力系」に記載
	良・否

	④音響伝搬系
	検査表「④音響伝搬系」に記載
	良・否



添付資料	Comment by ASJ: 「検査表：④音響伝搬系-聴取」に記した聴取試験詳細レポート名など。
	




特記事項	Comment by ASJ: 一般的な特記事項の他，判定が「否」の検査箇所があった場合，考えられる原因や改善点等があれば記す。
	




総合判定	Comment by ASJ: 判定を保留する必要がある場合，施主と協議の上「保留」の選択肢を記載する。
	良・否



	承認
	　
	　
	　
	作成

	　
	　
	　
	　
	　

	
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	　




（様式①-1）
検査表：①音源系
	件 名	Comment by ASJ: 件名：（様式⓪）の「件名」と同一
日付：実際に検査した日付
	　

	日 付
	　

	検査員
	　



実際に運用する音源，又は実運用音源とほぼ同電圧の試験用音源を再生して，信号伝送系への入力部①における電圧確認及び聴取確認を行った。

注意：①-A，①-B，①-Cの「音源No.」は全て共有している。

[bookmark: _Hlk40971810]■①-A. 音源情報
	音源No.
	試験音源の選択	Comment by ASJ: ■①-A. 音源情報
①-1. 音源装置名：ASJ屋外拡声規準 p. 7，図2にあるような，操作卓に接続されている全ての音源装置の名称を列挙する。
①-2.  音源：・①-1の音源装置で再生する音源の名称を列挙する（1つの音源装置で1つの音源しか再生しないのであれば空欄でも構わない）。
・全音源のうちどれかを選んで「電圧確認」のための試験音源，「聴取確認」のための試験音源として用いてもよいが，その試験音源が，その他の音源と電圧及び聴取印象が同等であることを確認するため，この「①音源系」の表に於いてすべての音源を列挙し，「電圧確認」及び「聴取確認」を行っておく。
・この例では，①音源系，②信号伝送系，③音響出力系における電圧確認用音源「○電圧」，聴取確認用音源「○聴取」とは別に，④音響伝搬系における音圧測定及び聴取評価用の音源「○音圧／聴取」を準備している。
	①-1. 音源装置名
	1 -2.  音源

	1
	
	
	

	2
	
	
	

	3
	
	
	

	4
	
	
	

	5
	
	
	

	6
	
	
	

	7
	
	
	

	8
	
	
	

	9
	
	
	

	10
	
	
	



「試験音源の選択」について
・「②信号伝送系」以降の電圧確認及び聴取確認において使用する音源を選定し，○印を入れておく。
・電圧確認のための試験音源と聴取確認のための試験音源が異なる場合，「○電圧」又は「○聴取」のように分けて書き入れておく。

■①-B. 電圧確認
	[bookmark: _Hlk40826400]音源No.	Comment by ASJ: ■①-B. 電圧確認
音源No.：「①-A. 音源情報」の「音源No.」と同じ番号を記す。
①-3. 電圧測定位置：音源の電圧を測定する場所。具体的にはASJ屋外拡声規準 p. 3，図1の送信部の入力①（すなわち， p. 7，図2送信部の①の入力規定点）。もし操作卓と送信部が一体で送信部の入力規定点①の信号を観測できない場合，操作卓の入力規定点で電圧を測定する。どこで測定したか明確にすること。
①-4. 無音時電圧：音源装置の電源を入れ，音源を再生していないときの電圧（内部ノイズ電圧）を測定する。
①-5. 再生時電圧：音源装置で音源を再生しているときの音声の電圧を測定する。
①-6. 規定範囲：「➀-5. 再生時電圧」の良否を判定するための電圧の範囲。送信部の仕様に基づいて施主と施工者が協議して予め設定しておく。
①-7. 判定：「➀-5. 再生時電圧」が「➀-6.規定範囲」に含まれているかどうかで判定する。
	①-3. 
電圧測定位置
	①-4. 
無音時電圧 
	①-5. 
再生時電圧 
	①-6. 
規定範囲
	①-7. 
判定

	1
	
	
	
	
	良・否

	2
	
	
	
	
	良・否

	3
	
	
	
	
	良・否

	4
	
	
	
	
	良・否

	5
	
	
	
	
	良・否

	6
	
	
	
	
	良・否

	7
	
	
	
	
	良・否

	8
	
	
	
	
	良・否

	9
	
	
	
	
	良・否

	10
	
	
	
	
	良・否


（様式①-2）

[bookmark: _Hlk40969265]■①-C. 聴取確認
	音源No.	Comment by ASJ: ■①-C. 聴取確認
音源No.：「①-A. 音源情報」の「音源No.」と同じ番号を記す。
①-8. 聴取方法：音をどのようにして聴取するかを記す：スピーカ再生／イヤホン再生／ヘッドホン再生など（聴取する音の信号を取り出す場所は，原則として上記「➀-3. 電圧測定位置」と一致させること）。
①-9. 確認結果：聴取した確認結果を記述する：問題なし／こもっている／歪んでいる／ノイズが多い，など。
①-10. 確認者：誰が聴取して確認したかが分かる情報を記す：氏名／所属と役職／イニシャルのみ，など。個人名でなくとも法人名／事業者名でも良い。
①-11. 根拠資料：可能であれば確認の根拠になり得るように「①-3. 電圧測定位置」における音声信号を録音し，そのデータファイル名を記す。また，波形の様子が分かる画像を添付してもよい。
	①-8. 聴取方法
	①-9. 確認結果
	①-10. 確認者
	①-11. 根拠資料

	1
	
	
	
	

	2
	
	
	
	

	3
	
	
	
	

	4
	
	
	
	

	5
	
	
	
	

	6
	
	
	
	

	7
	
	
	
	

	8
	
	
	
	

	9
	
	
	
	

	10
	
	
	
	



	特記事項	Comment by ASJ: 特記事項：一般的な特記事項の他，全ての音源を確認できなかった場合，どの音源を確認していないかなど，特記事項を記す。


	総合判定：①音源系
	良・否




	承認
	　
	　
	　
	作成

	　
	　
	　
	　
	　

	
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	　






（様式②-0）
検査表：②信号伝送系
	件　名	Comment by ASJ: 件名：（様式⓪）の「件名」と同一
日付：「検査表：②信号伝送系」を取りまとめた日付
	　

	日　付
	　

	検査員
	　



	子局No.	Comment by ASJ: 検査した子局の数が15よりも多い場合，この（様式②-0）を複数枚用意して記載する。
	子局名
	検査の記録
	判定

	1
	
	
	良・否

	2
	
	
	良・否

	3
	
	
	良・否

	4
	
	
	良・否

	5
	
	
	良・否

	6
	
	
	良・否

	7
	
	
	良・否

	8
	
	
	良・否

	9
	
	
	良・否

	10
	
	
	良・否

	11
	
	
	良・否

	12
	
	
	良・否

	13
	
	
	良・否

	14
	
	
	良・否

	15
	
	
	良・否



	特記事項


	総合判定：②信号伝送系
	良・否



	承認
	　
	　
	　
	作成

	　
	　
	　
	　
	　

	
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	　


（様式②-1）
検査表：②信号伝送系-子局1	Comment by ASJ: 「検査表：②信号伝送系」に記した「子局名」を記す。子局が複数ある場合，子局ごとにこの（様式②-1）を用意する。
	件　名	Comment by ASJ: 件名：（様式⓪）の「件名」と同一
日付：実際に検査した日付
	　

	日　付
	　

	検査員
	　



親局で音源を再生し，子局の②の位置における電圧測定と聴取確認を行った。

■②-A. 音源情報
「②-B. 電圧確認」及び「②-C. 聴取確認」のための音源情報を「①-A. 音源情報」から転記する。
	音源No.	Comment by ASJ: ■②-A. 音源情報
音源No.：「①-A. 音源情報」の「音源No.」と同じ番号を記す。
試験音源の選択：「①-A. 音源情報」の中から電圧確認及び聴取確認に使用する音源の情報のみ記載する。
	試験音源の選択
	①-1. 音源装置名
	①-2.  音源

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	



[bookmark: _Hlk40968568]■②-B. 電圧確認
	音源No.	Comment by ASJ: ■②-B. 電圧確認
音源No.：「①-A. 音源情報」の中から電圧確認に使用する音源の情報のみ記載する。
②-3. 電圧測定位置：電圧を測定する場所。具体的にはASJ屋外拡声規準 図1（p. 3）の②の位置（信号伝送系の出力の位置）を基本とする。
②-4. 無音時電圧：親局の音源装置の電源を入れ，音源を再生していないときの電圧を測定する。
②-5. 再生時電圧：親局の音源装置で音源を再生しているときの電圧を測定する
②-6. 規定範囲：「②-5. 再生時電圧」の合否を判定するための電圧の範囲。システムの仕様に基づいて施主と施工者が協議して予め設定しておく。
②-7. 判定：「②-6.規定範囲」に基づき「②-5. 再生時電圧」の合否を記入する。
	②-3. 
電圧測定位置
	[bookmark: _Hlk40870121]②-4. 
無音時電圧
	②-5. 
再生時電圧 
	②-6. 
規定範囲
	②-7. 
判定

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	



■②-C. 聴取確認
	音源No.	Comment by ASJ: ■②-C. 聴取確認
音源No.：「①-A. 音源情報」の中から聴取確認に使用する音源の情報のみ記載する。
②-8. 聴取方法：ASJ屋外拡声規準 図1（p. 3）の位置②における音をどのようにして聴取するかを記す。例えば，スピーカ再生／イヤホン再生／ヘッドホン再生など。
②-9. 確認結果：聴取した確認結果を記述する：問題なし／こもっている／ひずんでいる／ノイズが多い，など。
②-10. 確認者：誰が聴取して確認したかが分かる情報を記す：氏名／所属と役職／イニシャルのみ，など。
②-11. 根拠資料：可能であれば確認の根拠になり得るように位置②における音声信号を録音し，そのデータファイル名を記す。また，波形の様子が分かる画像を添付してもよい。
	②-8. 聴取方法
	②-9. 確認結果
	②-10. 確認者
	②-11. 根拠資料

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	



特記事項
	

	総合判定：②信号伝送系-子局1
	良・否





（様式③-0）
検査表：③音響出力系
	件　名	Comment by ASJ: 件名：（様式⓪）の「件名」と同一
日付：「検査表：③音響出力系」を取りまとめた日付
	　

	日　付
	　

	検査員
	　



	子局No.	Comment by ASJ: 検査した子局の数が15よりも多い場合，この（様式③-0）を複数枚用意して記載する。
	子局名
	検査の記録
	判定

	1
	
	
	良・否

	2
	
	
	良・否

	3
	
	
	良・否

	4
	
	
	良・否

	5
	
	
	良・否

	6
	
	
	良・否

	7
	
	
	良・否

	8
	
	
	良・否

	9
	
	
	良・否

	10
	
	
	良・否

	11
	
	
	良・否

	12
	
	
	良・否

	13
	
	
	良・否

	14
	
	
	良・否

	15
	
	
	良・否



	特記事項


	総合判定：③音響出力系
	良・否



	承認
	　
	　
	　
	作成

	　
	　
	　
	　
	　

	
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	　


（様式③-1）
検査表：③音響出力系-子局1	Comment by ASJ: 「検査表：③音響出力系」に記した「子局名」を記す。子局が複数ある場合，子局ごとにこの（様式②-1）を用意する。
	件　名	Comment by ASJ: 件名：（様式⓪）の「件名」と同一
日付：実際に検査した日付
	　

	日　付
	　

	検査員
	　




■③-A. 音源情報
	音源No.	Comment by ASJ: ■③-A. 音源情報
音源No.：「①-A. 音源情報」の「音源No.」と同じ番号を記す。
試験音源の選択：「①-A. 音源情報」の中から電圧確認に使用する音源の情報のみ記載する。
	試験音源の選択
	①-1. 音源装置名
	①-2. 音源

	
	
	
	

	
	
	
	




[bookmark: _Hlk40881745]■③-B. 電圧確認
	音源No.	Comment by ASJ: ■③-B. 電圧確認
③-3. 電圧測定位置；電圧を測定する場所。具体的には子局のパワーアンプ出力において電圧を測定する。
③-4. 無音時電圧：親局の音源装置の電源を入れ，音を再生していないときの電圧を測定する。
③-5. 再生時電圧：親局の音源装置で音源を再生しているときの電圧を測定する。
③-6. 規定範囲：「③-5. 再生時電圧」の良否を判定するための電圧の範囲。システムの仕様に基づいて施主と施工者が協議して予め設定しておく。
③-7. 判定：「③-5. 再生時電圧」が「③-6.規定範囲」に含まれているかどうかで判定する。
	③-3. 
電圧測定位置
	③-4. 
無音時電圧
	③-5. 
再生時電圧
	③-6. 
規定範囲
	③-7. 
判定

	
	
	
	
	
	良・否

	
	
	
	
	
	良・否




■③-C. 聴取確認
（無し）


■③-D. 子局スピーカの確認
	音源No.	Comment by ASJ: ■③-D. 子局スピーカの確認
音源No.：「①-A. 音源情報」の中から子局スピーカの確認に使用する音源の情報のみ記載する。
③-9. スピーカ名：１つの子局に複数のスピーカが設置されている場合は，列挙する。
③-10. 外観確認：外観／取付構造／設置状況（ネジ留めなど）に異常がないかを確認する。
③-11. インピーダンス：インピーダンスメーター等を用い，スピーカのインピーダンスを測定し記載する。
③-12. 規定範囲：メーカの仕様等を参考に，施主と施工者が協議してインピーダンスの規定範囲を予め設定しておく。
③-13. スピーカ極性：極性チェッカ等を用いて，スピーカ極性に異常が無いか確認する。
③-14. 判定：外観，インピーダンス，極性等に異常が無いか判定する。 
	③-9.
スピーカ名
	③-10.
外観確認
	③-11.
インピーダンス
	③-12.
規定範囲
	③-13.
スピーカ極性
	③-14.
判定

	
	
	
	
	
	
	良・否

	
	
	
	
	
	
	良・否

	
	
	
	
	
	
	良・否

	
	
	
	
	
	
	良・否

	
	
	
	
	
	
	良・否




[bookmark: _Hlk40886619]■③-E. 子局イコライザの確認
	音源No.	Comment by ASJ: ■③-E. 子局イコライザの確認
音源No.：イコライザの特性確認のために①音源系（親局）の音源を使用する場合，その「音源No.」を記載する。別途，イコライザ特性確認のための試験音を子局で再生する場合は，空欄でよい（その場合，「③-18. 確認方法／根拠資料」に試験音について記載しておく）。
③-16. イコライザ名：１つの子局にイコライザが複数あれば，それらを列挙する。
③-17. イコライザ特性：確認したイコライザ特性について記載する。イコライザ特性図で示す，又は，代表周波数ごとのゲインを記すなど。
③-18. 確認方法／根拠資料：イコライザの納入仕様書，イコライザ特性の確認方法，確認の根拠等を記す。別途資料を作成して，その資料名を参照してもよい。。
③-19. 判定：イコライザ特性に問題が無いか判定する。
	③-16.
イコライザ名
	③-17.
イコライザ特性
	③-18.
確認方法／根拠資料
	③-19.
判定

	
	
	
	
	良・否

	
	
	
	
	良・否

	
	
	
	
	良・否








■③-F. 無停電電源の確認
	③-20.	Comment by ASJ: ■③-F. 無停電電源の確認
商用電源AC100V遮断時に利用する蓄電池等の確認。
③-20. 電源名（品番等）：子局で使用している無停電電源名を記す（自明な場合は，記入せずともよい）。
③-21. 外観確認：外観／取付構造／設置状況（ネジ留めなど）に異常がないかを確認する。
③-22. 動作確認：AC100Vを遮断した際の動作確認の項目1, 2は必須。その他の動作確認項目があれば3以降に記載する。
④-23. 判定：「③-22動作確認」の判定を行う。
電源名
	③-21.
外観確認
	③-22. 
動作確認
	④-23.
判定

	
	
	1. AC100Vを放送前に遮断しても放送起動が可能なこと
	良・否

	
	
	2. AC100Vを放送中に遮断しても放送継続が可能なこと
	良・否

	
	
	3. 
	

	
	
	4. 
	




	特記事項	Comment by ASJ: 上記の各検査項目において，記入欄に書き入れられなかった事項等を記入する：
「③-10. 外観確認」の詳細説明，
「③-11. インピーダンス」の測定方法解説，
「③-13. スピーカ極性」の測定方法解説，
他。


	総合判定：③音響出力系-子局1
	良・否	Comment by ASJ: 上記の各調査結果を踏まえて，子局1の良否を判定する。






（様式④-0）
[bookmark: _Hlk41247895]検査表：④音響伝搬系
	件　名	Comment by ASJ: 件名：（様式⓪）の「件名」と同一
日付：「検査表：④音響伝搬系」を取りまとめた日付
	　

	日　付
	　

	検査員
	　



	評価地点	Comment by ASJ: 評価地点No.：評価地点数が15より多い場合，この（様式④-0）を複数枚用意して記載する。
評価地点名：通し番号でも良いし，具体的な地名，ランドマーク名などでも良い。
No. 
	評価地点名
	検査の記録
	判定

	1
	
	
	良・否

	2
	
	
	良・否

	3
	
	
	良・否

	4
	
	
	良・否

	5
	
	
	良・否

	6
	
	
	良・否

	7
	
	
	良・否

	8
	
	
	良・否

	9
	
	
	良・否

	10
	
	
	良・否

	11
	
	
	良・否

	12
	
	
	良・否

	13
	
	
	良・否

	14
	
	
	良・否

	15
	
	
	良・否



	添付資料
・評価地点一覧地図（推奨）	Comment by ASJ: 添付資料：評価地点の位置を示した地図を添付することを推奨。

	特記事項


	総合判定：④音響伝搬系
	良・否



	承認
	　
	　
	　
	作成

	　
	　
	　
	　
	　

	
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	　


（様式④-1）
検査表：④音響伝搬系-評価地点1	Comment by ASJ: 「検査表：④音響伝搬系」に記した「評価地点名」を記す。評価地点が複数ある場合，評価地点ごとにこの（様式④-1）を用意する。
■④-A. 評価地点について	Comment by ASJ: ■④-A. 評価地点について
④-1. 選定理由，選定のねらい：ASJ屋外拡声規準 p. 13,「4.4.3 聴取試験 (i) 評価地点の選定」を参考に評価地点を選定した理由，ねらい等を記述する。
④-2. 気象条件，周囲の様子：評価時の気象条件，周囲の様子など，音環境に関係する状況を記す。
	④-1. 選定理由，選定のねらい


	

	④-2. 気象条件，周囲の様子

	



■④-B. 音源情報
	音源No.	Comment by ASJ: ■②-A. 音源情報
音源No.：「①-A. 音源情報」の「音源No.」と同じ番号を記す。
試験音源の選択：「①-A. 音源情報」の中から音圧確認及び聴取確認に使用する音源の情報のみ記載する。
	試験音源の選択
	①-1. 音源装置名
	①-2.  音源

	
	
	
	

	
	
	
	



■④-B. 拡声音レベル，暗騒音レベル
	④-3.	Comment by ASJ: ■④-B. 拡声音レベル，暗騒音レベル
④-3. 拡声音レベル：音源を拡声したときの評価地点における拡声音レベルを測定する。
④-4. 直近暗騒音レベル：音源を拡声する直前又は直後の騒音レベル。
④-5. 補正済み拡声音(S)レベル：「④-4. 直近暗騒音レベル」を用いて「④-3. 拡声音レベル」を補正した値（参考：JIS Z 8731:1999 付属書2）。
④-6. 暗騒音(N) レベル：評価地点を代表する暗騒音レベル（＝暗騒音レベルが相対的に高い時間帯で測定した騒音レベル）。
④-7. SN比：「④-5. 補正済み拡声音(S)レベル」と「④-6. 暗騒音(N)レベル」から求めたSN比。
④-8. 規定範囲：SN比の規定範囲で，予め施主と施工者が協議して予め設定しておく。
④-9. 評価：「④-7. SN比」が「④-8. 規定範囲」に含まれているかどうかを判定する。
拡声音
レベル
	④-4.
直近暗騒音
レベル
	④-5.
補正済み
拡声音(S)
レベル
	④-6.
暗騒音(N)
レベル
	④-7.
SN比
	④-8. 
規定範囲
	④-9.
判定

	　
	　
	　
	　
	　
	
	良・否



	④-10. 拡声音，直近暗騒音，暗騒音を測定した条件：	Comment by ASJ: ④-10. 拡声音，直近暗騒音，暗騒音を測定した条件：音圧の測定方法について記載する。例えば，JISに基づく等価騒音レベルか？簡易法か？又，各音圧を等価騒音レベルとして測定する際の測定時間T（積分時間）など。




■④-C. 聴取評価	Comment by ASJ: ■④-C. 聴取評価
④-11. 聴取者：聴取者の属性／人数等について記す。必要に応じて聴取者の氏名，所属等を記してもよい。
④-12. 聴取結果：単語の正答率，及び／又は音声の印象評価等を記す。
④-13. 規定範囲：聴取結果の規定範囲で，予め施主と施工者が協議して予め設定しておく。
④-14. 判定：「④-12. 聴取結果」が「④-13. 規定範囲」に含まれているかどうかを判定する。
④-15. 録音データ等：後の確認及び記録のため録音しておく。
	④-11. 聴取者

	



	④-12.聴取結果
	④-13. 規定範囲
	④-14. 判定
	④-15. 録音データ等

	
	
	良・否
	



特記事項	Comment by ASJ: 上記の各検査項目において，記入欄に書き入れられなかった事項等を記入する。例えば，聴取評価の詳細（聴取試験用音源，聴取者属性／人数，聴取試験生データ，データ解析等）を別途記したレポート名など。
	

	総合判定：④音響伝搬系-評価地点1
	良・否	Comment by ASJ: 上記の各調査結果を踏まえて，評価地点1の良否を判定する。



